
　

蛍
雪
会
会
員
の
皆
様

に
は
、
平
素
よ
り
本
会

及
び
母
校
の
発
展
の
た

め
に
温
か
い
ご
支
援
を

賜
り
、
衷
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

境
高
校
は
今
年
、
創
立
90
周
年
を
迎
え
、
10
月

27
日
に
記
念
式
典
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

90
周
年
で
す
の
で
小
規
模
な
が
ら
、
各
種
挨
拶
、

祝
辞
、
著
名
人
の
講
演
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
記
念
誌
や
同
窓
会
会
員
名
簿
の
作
成
も
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
名
簿
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

会
員
の
皆
様
に
は
い
ろ
い
ろ
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

同
窓
会
総
会
は
、
昨
年
度
は
８
月
６
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
今
回
も
総
勢
１
３
８
名
の
参
加
を
得

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
旧
交
を
温
め
る
機
会
と
し

て
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り

で
す
。
今
後
と
も
、
ま
す
ま
す
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
蛍
雪
会
報
の
発
行
も
今
回
で
４
号

を
数
え
ま
す
。
学
校
の
現
況
や
ク
ラ
ス
会
等
の
報

告
、
同
窓
生
の
活
躍
状
況
な
ど
お
伝
え
し
、
皆
様

か
ら
も
好
意
的
反
応
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

さ
ら
な
る
内
容
の
充
実
を
目
指
し
て
努
め
ま
す
の

で
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
こ
の
蛍
雪
会
報
の
発
行
は
、

新
た
に
始
め
た
事
業
で
す
の
で
、
発
行
費
用
（
賛

助
金
）
の
集
め
方
に
つ
い
て
も
試
行
錯
誤
が
続
い

て
い
ま
す
。
創
刊
号
は
、
５
４
０
０
部
の
発
行
、

第
２
号
・
３
号
は
１
５
０
０
０
余
部
ず
つ
を
発
行

し
全
会
員
に
発
送
し
ま
し
た
が
、
全
会
員
へ
の
配

送
と
な
る
と
送
料
だ
け
で
も
か
な
り
の
負
担
と
な

り
、
現
状
維
持
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
11
ペ
ー
ジ
に
こ
れ
か
ら
の
対
応
に
つ
い
て

記
し
ま
す
の
で
ご
検
討
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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「
ご 

挨 

拶
」同

窓
会
会
長　

酒
井
義
博

　

本
年
度
４
月
に
岩
井

高
校
よ
り
赴
任
し
て
ま

い
り
ま
し
た
清
田
で
す
。

33
年
前
に
新
規
採
用
者

と
し
て
境
高
等
学
校
の

教
壇
に
立
た
せ
て
い
た
だ
い
て
以
来
、
28
年
ぶ
り

の
境
高
等
学
校
勤
務
で
あ
り
ま
す
。
大
変
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
同
窓
会
の
皆
様
に
は

本
校
教
育
活
動
に
厚
い
ご
支
援
を
賜
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
境
高
校
は
、
御
存
知
の
よ
う
に
昭
和
３

年
４
月
に
茨
城
県
立
境
中
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
、

以
来
90
年
に
わ
た
り
２
１
３
６
１
名
に
も
上
る
数

多
の
人
材
を
送
り
出
し
て
お
り
、
卒
業
生
は
各
方

面
で
活
躍
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
秋
に
は
、

創
立
90
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。

　

本
校
の
近
況
で
す
が
、
整
っ
た
恵
ま
れ
た
環
境

の
も
と
、
生
徒
達
は
落
ち
着
い
た
学
校
生
活
を
送

っ
て
お
り
、
私
の
新
採
当
時
同
様
、
文
武
両
面
に

わ
た
っ
て
活
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
同
窓
の
先
輩
方
か
ら
続
く
境
高
校
の
良
き

校
風
で
あ
り
、
他
に
誇
れ
る
部
分
で
あ
る
と
確
信

致
し
ま
す
。
こ
の
文
武
両
面
の
活
発
な
取
り
組
み

も
高
く
評
価
さ
れ
た
れ
ば
こ
そ
の
結
果
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
今
年
度
の
高
校
入
試
で
は
、
本
校

へ
の
志
願
倍
率
が
県
西
地
区
27
校
中
、
５
番
目
に

高
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
校
で
は
、
①
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
、

②
英
語
教
育
の
充
実
、
③
基
礎
学
力
の
向
上
、
④

進
路
指
導
の
充
実
、
⑤
学
力
・
適
性
等
に
応
じ
た

指
導
の
充
実
、
と
い
う
５
つ
の
大
き
な
柱
を
基
本

に
し
て
日
々
の
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
部
活
動
面
で
は
、
全
校
生
徒
７
１
６
名
の

う
ち
64
％
の
生
徒
が
、
運
動
部
12
、
文
化
部
10
、

応
援
団
リ
ー
ダ
ー
部
、
合
わ
せ
て
23
の
部
に
所
属

し
大
変
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
過
去
３
年
間

に
お
い
て
、
陸
上
競
技
部
、
弓
道
部
、
卓
球
部
、

水
泳
部
、
吹
奏
楽
部
、
科
学
部
、
写
真
部
、
英
語

部
が
、
県
大
会
で
優
勝
を
果
た
し
た
り
、
関
東
大

会
、
東
日
本
大
会
や
全
国
大
会
等
で
も
活
躍
し
ま

し
た
。

　

昨
年
度
の
卒
業
生
の
進
路
状
況
（
延
べ
数
）
は
、

国
公
立
大
学
７
名
、
私
立
大
学
１
９
９
名
、
短
大

・（
看
護
系
以
外
）
専
門
学
校
70
名
、
看
護
系
専
門

学
校
11
名
、
公
務
員
10
名
、
就
職
18
名
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
、
学
校
生
活
・
教
育
活
動
を
一
層
充
実
さ

せ
て
、
皆
様
方
に
続
く
後
輩
達
が
、「
境
高
校
」で

学
ぶ
こ
と
に
更
な
る
誇
り
を
持
ち
、
近
い
将
来
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、
地
元
地
域

社
会
の
み
な
ら
ず
、
世
界
的
に
も
活
躍
で
き
る
人

材
と
し
て
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
、
そ
し
て
更
な

る
伝
統
を
積
み
重
ね
て
行
け
る
よ
う
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
同
窓
会
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

 

「
ご 

挨 

拶
」

学
校
長　

清
田　

聡



平成30年８月１日発行　　　　　　　　　　　蛍　雪　会　報 　　　　　　　　　　　　　　　第４号（２）

　

平
成
29
年
8
月
6
日（
日
）、
境

町
ベ
ル
さ
か
い
に
お
い
て
総
勢
１
３

８
名
と
い
う
多
く
の
同
窓
生
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
境
高
等
学
校
の
同

窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

境
高
校
同
窓
会（
蛍
雪
会
）で
は
、

昭
和
55
年
か
ら
毎
年
8
月
の
第
1

日
曜
日
に
、
そ
の
年
に
還
暦
を
迎
え

ら
れ
る
同
窓
生
の
方
々
を
招
待
し
、

総
会
そ
し
て
懇
親
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
度
の
総
会
で
は
、
28
期
生

（
全
日
制
）の
方
々
を
招
待
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
本
部
役
員
会
で
審

議
さ
れ
た
28
年
度
同
窓
会
事
業
報

告
、
会
計
決
算
・
監
査
報
告
、
29

年
度
事
業
計
画
・
会
計
予
算
案
な

ど
が
審
議
さ
れ
、
議
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
は
各
ク
ラ

ス
代
表
に
よ
る
参
加
者
紹
介
が
行

わ
れ
、
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
学
生

時
代
の
よ
う
に
大
き
な
返
事
で
起
立

し
、
そ
の
姿
に
会
場
が
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
懇
親
会
が
開

か
れ
、
卒
業
以
来
の
再
会
や
、
恩

師
と
の
再
会
に
思
い
出
話
が
尽
き
る

こ
と
な
く
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
記

念
撮
影
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
境
高
校
の
応
援
団
も

参
加
し
、
盛
り
上
が
り
に
花
を
添

え
、
成
功
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
8

月
の
第
1
日

曜
日
に
あ
た

る
8
月
6
日

（
日
）に
境
町

長
井
戸
の
ベ
ル
さ
か
い
を
会
場
と

し
て
、
茨
城
県
立
境
高
等
学
校
平

成
29
年
度
第
28
・
29
期
生
の
還
暦

同
窓
会
総
会
を
総
勢
１
３
８
名
の

参
加
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
総
会
の

準
備
計
画
の
た
め
の
発
起
人
会
等

で
度
々
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
同

期
生
の
発
起
人
の
皆
様
方
と
境
高

校
同
窓
会
事
務
局
の
お
陰
と
心
か

ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
朝
の
9

時
30
分
の
受
付
開
始
か
ら
総
会
お

よ
び
懇
親
会
と
同
期
生
発
起
人
と

境
高
校
同
窓
会
事
務
局
の
先
生
方

に
は
何
か
と
お
骨
折
り
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

還
暦
同
窓
会
総
会
は
、
午
前
の

部
が
約
1
時
間
30
分
の
定
例
総
会

で
、
酒
井
義
博
同
窓
会
会
長
挨
拶
、

岩
田
隆
学
校
長
の
挨
拶
お
よ
び
境

高
校
の
近
況
報
告
に
は
じ
ま
り
、

境
高
校
同
窓
会
活
動
の
事
業
・
決

算
お
よ
び
監
査
報
告
、
つ
い
で
事

業
・
予
算
案
の
審
議
、
最
後
に
各

ク
ラ
ス
発
起
人
か
ら
の
級
友
の
自

己
紹
介
で
盛
り
上
が
り
、
総
会
が

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
の
懇
親
会
で
は
同
期

生
発
起
人
の
石
塚
幸
一
郎
君
と
大

谷
明
美
さ
ん
の
進
行
で
、
細
野
章

君
の
開
会
の
挨
拶
に
発
起
人
代
表

の
私
の
挨
拶
と
御
礼
に
は
じ
ま
り
、

同
期
生
発
起
人
の
佐
藤
友
久
君
の

乾
杯
唱
和
か
ら
、
盛
大
な
宴
の
会

へ
と
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
健
康
で
還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
喜

び
と
懐
か
し
い
友
と
40
年
ぶ
り
に

再
会
で
き
た
感
激
で
会
は
予
想
以

上
に
盛
り
上
が
り
、
和
気
藹
々
の

宴
と
な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
最
後
を
飾
っ
た
の
は

母
校
が
誇
る
境
高
校
応
援
団
に
よ

る
エ
ー
ル
と
校
歌
斉
唱
で
し
た
。

こ
う
し
て
大
盛
況
に
時
を
過
ご
し

た
同
窓
会
も
時
間
と
な
り
、
発
起

人
の
合
田
晴
男
君
の
万
歳
三
唱
、

そ
し
て
、
発
起
人
の
田
中
敬
裕
君

の
閉
会
宣
言
で
終
了
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
懇
親
会
の
盛
り
上
が

っ
た
雰
囲
気
の
な
か
で
、
5
年
後

の
65
歳
で
同
窓
会
を
開
催
し
再
会

す
る
こ
と
を
約
束
し
て
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
境
高

校
な
ら
び
に
境
高
校
同
窓
会
の
益

々
の
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
還
暦
同
窓
会
の
お
礼
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
部
役
員

　

名
誉
会
長　
　
　

清
田　
　

聡　

校
長

　

会　

長　
　
　
　

酒
井　

義
博　

高
12

　

副
会
長　
　
　
　

仲
村　

敏
明　

高
13

　

副
会
長　
　
　
　

石
山　

征
夫　

高
14

　

副
会
長　
　
　
　

神
坂　

守
男　

高
18

　

監　

査　
　
　
　

猪
瀬　

晴
男　

高
19

　

監　

査　
　
　
　

木
村　

泰
之　

高
25

　

校
外
幹
事
長　
　

野
村　

正
昭　

高
26

校
内
幹
事

　

幹
事
長　
　
　
　

井
上　
　

豊　

高
32

　

幹　

事　
　
　
　

市
川　

英
樹　

教
頭

　

幹　

事　
　
　
　

秋
田　
　

剛　
事
務
室
長

　

幹　

事　
　
　
　

岡
田　

敦
子　

高
33

　

幹　

事（
会
計
）　

酒
井　

晶
子　

高
34

　

幹　

事　
　
　
　

細
島　

洋
一　

高
43

　

幹　

事　
　
　
　

羽
石　

直
樹　

高
60

発
起
人
代
表　
中
田　

勝
昭

あ
れ
か
ら
40
年
！ 

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
感
激
！

還
暦
同
窓
会
総
会
の
報
告

思
い
出
に
残
る
還
暦
同
窓
会

心
は
十
代
、
高
校
生
の
ま
ま

平
成
29
年
度
同
窓
会
総
会
報
告

～
境
高
校
応
援
団
が
参
加
し
、
宴
に
花
を
添
え
る
～
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平
成
29
年

　
４
月
３
日（
月
）　
同
窓
会
校
内
幹
事
打
ち
合
わ
せ

　
４
月
４
日（
火
）　
歓
送
迎
会　
本
部
役
員
出
席

　
４
月
７
日（
金
）　
入
学
式　
同
窓
会
会
長
・
本
部
役
員
参
列

　
５
月
22
日（
月
）　
関
東
大
会
壮
行
会
・
部
活
動
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
陸
上
部

　
６
月
22
日（
木
）　
同
窓
会
総
会
発
起
人
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

高
校
28
・
29
回
生

　
７
月
４
日（
火
）　
同
窓
会
本
部
役
員
会

　
７
月
６
日（
木
）　
関
東
大
会
壮
行
会
・
部
活
動
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

水
泳
部

　
７
月
21
日（
金
）　
関
東
大
会
壮
行
会
・
部
活
動
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
８
月
６
日（
日
）　
同
窓
会
総
会

　
10
月
25
日（
水
）　
同
窓
会
本
部
役
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

同
窓
会
奨
学
生
選
考
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　

 

同
窓
会
奨
学
生
奨
学
金
交
付
式
（
３
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

 （
月
額
７
０
０
０
円
）

平
成
30
年

　
２
月
28
日（
水
）　
同
窓
会
入
会
式

　
３
月
１
日（
木
）　
全
日
制
普
通
科　
第
70
回
卒
業
式

　
３
月
22
日（
木
）　
東
日
本
大
会
壮
行
会
・
部
活
動
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

女
子
弓
道
部

平
成
29
年
度　

同
窓
会
事
業
報
告

平成29年度　境高等学校同窓会収支　決算書

１.収入の部

２.支出の部

３.残　金

項　目 予算額 決算額 増　減 摘　要
会　費 1,258,200 1,258,200 0 5,400円×233名
繰越金 2,343,292 2,343,292 0 前年度より
繰入金 0 0 0
雑収入 8 15 7 利息、同窓会名簿代金、

卒業学年残金
合　計 3,601,500 3,601,507 7

項　目 予算額 決算額 増　減 摘　要
会議費 200,000 57,880 △ 142,120 役員会議費等
総会費 350,000 375,330 25,330 総会運営費等
事務費 30,000 16,101 △ 13,899 封筒等消耗品
通信費 30,000 7,790 △ 22,210 郵送料等
慶弔費 100,000 51,600 △ 48,400 香料等
餞別費 150,000 160,000 10,000 転退出者への餞別

同窓会補助費 150,000 80,000 △ 70,000 同窓会補助
卒業記念品費 450,000 319,680 △ 130,320 卒業記念品代
生徒活動費 800,000 224,936 △ 575,064 大学合格垂れ幕、部活動での関

東大会出場祝
奨学金 252,000 252,000 0 奨学金用資金
予備費 1,089,500 0 △ 1,089,500
合　計 3,601,500 1,545,317 △ 2,056,183

2,056,190円は、次年度へ繰り越します。

収　入
支　出
残　高

3,601,507円
1,545,317円
2,056,190円（次年度へ繰越）

（単位：円）
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私
達
は
昭
和
25
年
度
入
学
の
５
回
生
で
す
。

折
り
お
り
に
同
窓
会
を
開
い
て
き
ま
し
た
が
、

会
長
幹
事
が
相
次
い
で
早
世
し
、
休
会
状
態

に
な
っ
た
代
り
に
境
町
近
郊
の
在
住
者
だ
け

の
「
飲
み
会
」
を
続
け
て
来
ま
し
た
。
77
歳

を
祝
う
会
を
契
機
に
同
窓
の
有
志
を
募
り
、

同
窓
会
の
名
称
「
二
五
会
」
を
引
継
ぎ
毎
年

集
会
を
続
け
て
い
ま
す
。
年
毎
に
会
員
が
欠

け
て
行
き
、
現
在
は
33
人
の
会
合
で
す
。

　

集
会
は
老
体
に
優
し
い
５
月
半
ば
、
境
町

料
理
店
で
行
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
会
食
も
そ

こ
そ
こ
に
し
て
カ
ラ
オ
ケ
・
詩
吟
・
ダ
ン
ス

・
手
踊
り
等
々
の
持
ち
芸
を
余
さ
ず
披
露
し

て
騒
ぎ
立
て
、
狂
気
し
ま
す
。
傍
で
見
れ
ば

誠
に
滑
稽
な
場
面
で
す
が
、
年
寄
り
に
免
じ

て
お
店
の
方
々
の
容
認
を
得
て
い
ま
す
。
そ

し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
全
員
が
肩
を
組
み
、「
校

歌
」
と
「
星
影
の
ワ
ル
ツ
」
を
蛮
声
奇
声
で

合
唱
し
ま
す
。

　

喜
寿
を
祝
う
日
に
元
気
で
集
ま
ろ
う
を
合

言
葉
に
薬
湯
を
頼
り
健
康
管
理
と
養
生
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
記　

鈴
木　

平
）

５
回
生
境
町
の
集
い

同
窓
会
・
ク
ラ
ス
会
だ
よ
り

第
19
期
生
（
昭
和
42
年
卒
）

　

平
成
30
年
3
月
18
日
（
日
）

　
　

境
町
内　

山
楽

　
　
　
　
　
　
　

代
表
幹
事　

猪
瀬　

晴
男

第
15
期
生
（
昭
和
38
年
卒
）

　

平
成
29
年
6
月
4
日
（
日
）〜
5
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
泊
2
日

　
　

千
葉
県
勝
浦
市　

勝
浦
ホ
テ
ル
三
日
月

　
　
　
　
　
　
　

代
表
幹
事　

斎
藤　

孝
雄

第
14
期
生
（
昭
和
37
年
卒
）

　

平
成
29
年
10
月
20
日
（
金
）

　
　

境
町
内　

親
家
さ
む
ら
い

　
　
　
　
　
　
　

代
表
幹
事　

鈴
木　
　

浩

第
20
期
生
（
昭
和
43
年
卒
）

　

平
成
29
年
10
月
28
日
（
土
）

　
　

境
町
内　

山
楽

　
　
　
　
　
　
　

代
表
幹
事　

田
沼　
　

武

第
22
期
生
（
昭
和
45
年
卒
）

　

平
成
29
年
11
月
26
日
（
日
）

　
　

千
葉
県
野
田
市　

大
野
家

　
　
　
　
　
　
　

代
表
幹
事　

猪
瀬
ち
づ
子

第
26
期
生
（
昭
和
49
年
卒
）

　

平
成
29
年
6
月
25
日
（
日
）

　
　

群
馬
県
川
場
村
悠
湯
里
庵 

　
　
　
　
　
　
　

代
表
幹
事　

新
谷　

友
康

第
24
期
生
（
昭
和
47
年
卒
）

　

平
成
29
年
7
月
1
日
（
土
）

　
　

境
町
内　

魚
功
別
館

　
　
　
　
　
　
　

代
表
幹
事　

野
口　

正
美

第
26
期
生
（
昭
和
49
年
卒
）

　

平
成
29
年
8
月
26
日
（
土
））

　
　

境
町
内　

御
老
公
の
湯 

　
　
　
　
　
　
　

代
表
幹
事　

野
口　

久
雄 高26回生　竜神橋にて

高26回生

高22回生（H25年撮影）
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平
成
29
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況
は
、

約
60
％
が
大
学
へ
進
学
し
、
約
25
％
が

専
門
学
校
へ
進
学
し
て
い
ま
す
。
公
務

員
・
民
間
企
業
へ
の
就
職
者
は
約
10
％

で
す
。
浪
人
を
し
て
次
の
年
に
進
学
す

る
者
も
含
め
る
と
、
卒
業
生
の
約
65
％

が
大
学
進
学
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
卒
業
生
か
ら
は
６
学
級

と
な
り
、
全
体
的
な
合
格
者
数
は
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
難
関
国
立

大
学
で
あ
る
筑
波
大
学
に
合
格
す
る
な

ど
、
質
の
高
ま
り
も
特
徴
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
茨
城
大
学
に
は
多
く
の
卒
業
生

が
在
学
し
、
先
日
（
４
月
17
日
）
に
本

校
の
１
年
生
全
員
が
茨
城
大
学
を
訪
れ

た
際
に
は
、
本
校
出
身
の
茨
城
大
学
生

が
、
後
輩
た
ち
の
前
で
現
在
の
充
実
し

た
学
生
生
活
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

他
に
も
、
自
分
の
将
来
を
達
成
す
る
た

め
に
、
遠
方
の
高
知
工
科
大
学
や
福
島

県
立
医
科
大
学
へ
進
学
し
た
卒
業
生
も

い
ま
す
。

　

私
立
大
学
で
は
、
法
政
大
学
・
中
央

大
学
・
國
學
院
大
學
・
東
京
理
科
大
学

・
獨
協
大
学
・
文
教
大
学
な
ど
、
関
東

の
大
学
へ
の
進
学
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

専
門
学
校
で
は
看
護
医
療
の
道
へ
進

む
生
徒
が
多
い
の
が
本
校
の
特
徴
で
す
。

こ
の
よ
う
な
道
を
目
指
す
生
徒
た
ち
は
、

在
学
中
に
看
護
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
就
職
希
望
者
の
多
く
は
地
元
企

業
に
就
職
し
ま
す
。
い
ず
れ
は
、
企
業

・
地
元
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。
警
察
官
や
消
防
士
、

自
衛
官
に
合
格
し
、
地
域
の
安
全
を
担

う
使
命
を
持
っ
て
卒
業
し
て
い
く
生
徒

が
多
い
の
も
境
高
校
の
特
徴
で
す
。

　

今
後
も
、
生
徒
一
人
一
人
の
進
路
希

望
を
か
な
え
る
た
め
に
学
力
の
向
上
を

は
か
り
、
学
習
環
境
を
整
え
て
、
職
員

一
丸
と
な
り
、
生
徒
の
進
路
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
の

援
助
に
よ
り
、
本
校
舎
に
大
学
合
格
に

関
す
る
垂
れ
幕
を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し

て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中央大学…………2
國學院大學………1
亜細亜大学………4
順天堂大…………1
日本大学…………6
専修大学…………1
東京農業大学……1
獨協大学…………2
大東文化大学……6
多摩美術大学……1
帝京大学…………7

合計：216 人

進　
路　
状　
況

進　
路　
状　
況

平
成
29
年
度

　〔国公立大学〕 
筑波大学……………1
茨城大学……………1
宇都宮大学…………2
福島大学……………1
高知工科大学………1
福島県立医科大学…1

　〔私立大学〕
法政大学………………1
東京理科大学…………1
明治学院大学…………1
東洋大学 ……………11
駒沢大学………………2
東京電機大学…………2
文教大学………………6
国士舘大学……………2
拓殖大学………………7
日本女子体育大学……1
フェリス女学院大学…1

　　年　度　　　　　　国公立大学　　　　私立大学
平成２９年度卒　　　　　 　７　　　　　　 ２１６
平成２８年度卒　　　　　 １８　　　　　　 ３０９
平成２７年度卒　　　　　 １０　　　　　　 ２５９
平成２６年度卒　　　　　 １０　　　　　　 ２５９
平成２５年度卒　　　　　 １９　　　　　　 ２５１

合計：　7 人

※主なもの

過去５年間の大学進学状況（過年度卒業生を含む）

平成29年度卒業生　大学合格者数（延べ人数、過年度卒業生を含む）
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境
高
校
は
、
伝
統
あ
る
文
武
両
道
の
学
校
で
す
。

文
字
通
り
勉
学
だ
け
で
な
く
た
く
さ
ん
の
生
徒
が

部
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
運
動
部
・
文
化
部
が

そ
れ
ぞ
れ
全
国
大
会
を
は
じ
め
、
関
東
大
会
、
コ

ン
ク
ー
ル
出
場
な
ど
毎
年
華
々
し
い
活
躍
を
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
も
例
外
で
は
な
く
、
運
動
部
に
お
い
て

は
、
陸
上
部
が
個
人
で
棒
高
跳
び
・
や
り
投
げ
で
、

弓
道
部
が
女
子
団
体
で
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

で
は
国
体
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
、
水
泳
部
で

【
陸　
上　
部
】

【
野　
球　
部
】

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

【
剣　
道　
部
】

【
弓　
道　
部
】

【
男
子
バ
ス
ケ
部
】

第
70
回
茨
城
県
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　
浅
野
颯
太　
男
子
棒
高
跳　
4
位　
　
野
口
直
人　
男
子
砲
丸
投　
５
位
・
男
子
や
り
投　
６
位

関
東
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会
出
場

　

浅
野
颯
太　

男
子
棒
高
跳　
　

野
口
直
人　

男
子
砲
丸
投
・
男
子
や
り
投

第
46
回
茨
城
県
高
等
学
校
陸
上
競
技
個
人
選
手
権
大
会

　
倉
持
拓
馬　
共
通
男
子
三
段
跳　
　
　
８
位

　
小
林
さ
く
ら　
１
年
女
子
１
０
０
ｍ　
３
位

　
四
宮
千
夏　
共
通
女
子
棒
高
跳　
　
　
７
位

第
58
回
茨
城
県
高
等
学
校
陸
上
競
技
新
人
大
会

　
倉
持
拓
馬　
男
子
三
段
跳　
8
位　
　
小
林
さ
く
ら　
女
子
２
０
０
ｍ　
５
位

第
99
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
茨
城
県
大
会
出
場

秋
季
関
東
地
区
高
等
学
校
野
球
大
会
茨
城
県
大
会　
ベ
ス
ト
16

全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
茨
城
県
大
会
予
選　
ベ
ス
ト
16

新
人
サ
ッ
カ
ー
大
会
茨
城
県
大
会
出
場

関
東
高
等
学
校
剣
道
大
会
県
予
選
出
場

全
国
高
等
学
校
剣
道
大
会
県
予
選
出
場

茨
城
県
勝
ち
抜
き
剣
道
大
会　
男
子
Ⅰ
部
出
場　
　
女
子
Ⅱ
部　
ベ
ス
ト
16

関
東
高
等
学
校
弓
道
大
会
茨
城
県
大
会
出
場

国
民
体
育
大
会
県
予
選
出
場

全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
茨
城
県
大
会
出
場

東
日
本
高
等
学
校
弓
道
大
会　

女
子
団
体　

3
位

関
東
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
会
出
場

 陸  上  部

部
活
動
大
会
等
の
主
な
成
績

平
成
29
年
度

も
個
人
で
バ
タ
フ
ラ
イ

・
自
由
形
で
そ
れ
ぞ
れ

関
東
大
会
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
部
に
お

い
て
は
、
吹
奏
楽
部
が

県
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
お

い
て
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四

重
奏
で
金
賞
を
獲
得
し
、

英
語
部
で
も
茨
城
県
知

事
賞
を
獲
得
す
る
と
い

う
輝
か
し
い
成
績
を
収

め
ま
し
た
。
そ
の
他
の

部
活
動
に
お
い
て
も
素

晴
ら
し
い
成
績
を
収
め

て
い
ま
す
。

美　術　部

バスケ部
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【
女
子
バ
ス
ケ
部
】

【
硬
式
テ
ニ
ス
部
】

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

【
男
子
バ
レ
ー
部
】

【
女
子
バ
レ
ー
部
】

【
卓　
球　
部
】

【
水　
泳　
部
】

【
応　
援　
団
】

【
吹 

奏 

楽 

部
】

【
演　
劇　
部
】

【
写　
真　
部
】

【
美　
術　
部
】

【
科　
学　
部
】

【
英　
語　
部
】

【
書　
道　
部
】

全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
会
出
場

茨
城
県
新
人
テ
ニ
ス
大
会　
男
子
団
体
出
場　
女
子
団
体　
ベ
ス
ト
16

茨
城
県
新
人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　
男
子
団
体　
出
場

関
東
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
会　
ベ
ス
ト
16

全
国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
会　
ベ
ス
ト
16

国
民
体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
出
場　

日
髙
鼓
太
郎

茨
城
県
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
出
場

関
東
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
会　
出
場

全
国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
会　
ベ
ス
ト
16

茨
城
県
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
出
場

関
東
高
等
学
校
卓
球
大
会
県
予
選
会
出
場

全
国
高
等
学
校
卓
球
大
会
県
予
選
会
出
場

茨
城
県
新
人
卓
球
大
会　
団
体
戦　
男
子
８
位

第
72
回
国
民
体
育
大
会
茨
城
県
大
会

　
菅
谷
奈
帆　
女
子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　
２
位
・
女
子
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　
３
位

第
66
回
茨
城
県
高
等
学
校
選
手
権　

　
菅
谷
奈
帆　
女
子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　
２
位
・
女
子
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　
４
位

　
木
城
大
輝　
男
子
４
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　
７
位

第
68
回
関
東
高
等
学
校
選
手
権
大
会
出
場

　

菅
谷
奈
帆　

女
子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
・
女
子
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　

木
城
大
輝　

男
子
４
０
０
ｍ
自
由
形

第
１
回
茨
城
県
高
等
学
校
應
援
團
連
盟
演
技
披
露　
「
霊
峰
の
下
に
」　
開
催

第
57
回
茨
城
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
Ａ
部
門　
銀
賞

第
52
回
茨
城
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

　
打
楽
器
六
重
奏　
銀
賞　
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏　
金
賞　
フ
ル
ー
ト
三
重
奏　
銀
賞

茨
城
県
高
等
学
校
演
劇
祭
県
西
地
区
大
会　
優
秀
賞

茨
城
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
美
術
展
覧
会

　
写
真
の
部　
入
選　
田
中
克
侑　
山
崎
晃
穂　
宇
都
木
彩
音　
日
下
部
亮
伽

茨
城
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
美
術
展
覧
会

　
デ
ザ
イ
ン
の
部　
入
選　
草
間
瑠
翔　
関
根
佑
華

　
絵
画
の
部　
入
選　
田
上
明
日
香　
島
田
真
璃
愛　
西
川
里
菜

科
学
で
遊
ぼ
う
！
in
さ
か
い
参
加　
東
京
都
国
立
市
・
川
崎
市
多
摩
区
に
お
け
る
地
形
観
察

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
県
大
会
（
Ｂ
部
門
）　

　
１
位
（
茨
城
県
知
事
賞
）　
石
原
歩　
木
村
奈
由　
湯
浅
星　
仁
平
茜　
野
口
姫
萌
華

第
36
回
茨
高
教
研
英
語
部
英
語
暗
誦
大
会
出
場　
中
村
ま
い

第
11
回
茨
城
県
高
等
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
出
場　
仁
平
茜

茨
城
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
美
術
展
覧
会

　
書
道
の
部　
入
選　
渡
邉
佳
穂

バレー部 卓　球　部

テニス部応　援　団


